
高校生の就職・採用支援サービスを提供
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高校生に特化した新卒採用支援事業、高卒社会人の教育・転職
支援サービス事業及びDX人材の育成・研修サービス等教育事業を
展開している。高校生の就職活動は、「一社ずつ応募する」、「7月か
ら9月の短期間で応募志望先を選定する」、「応募に際して校内選考
を受ける」など、大学生の就職活動とは大きく違う点が存在する。ま
た文字情報のみの「求人票」が主な情報源となるため、具体的な仕
事や企業のイメージが湧きづらい中で、職場見学先やその先の応
募先を決めていく必要がある。限られた情報、期間、機会で就職活
動をしなければならない高卒人材の課題となっているのが、入社後
のミスマッチによる早期離職で、就職後3年以内の離職率は高水準
で推移している。これらの課題を解決すべく、同社は高校生及び高
卒社会人に特化した就職・キャリア支援を行っている。

企業向けには、これまでに3,800社以上の高卒採用を支援してきたノ
ウハウを基に求人情報サイト、リアルな就職イベント、高卒採用ノウハ
ウの提供など様々な面から高卒採用をサポートしている。

高校生へは、キャリア教育、求人情報サイト、企業と直接会える就職
イベントを通じて、未来を自分の意思で形作るためのサービスを提供し
ている。
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ジョブドラフトNaviを運営
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高校新卒専門求人サイト「ジョブドラフトNavi」を運営している。同サ
イトを活用することで、高校生は求人票だけでは「読み取れない」「わ
からない」会社の雰囲気や企業の魅力を、写真、動画や、先輩から
のメッセージなどから企業研究をすることができる。
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「ジョブドラフトNavi」にてできること

高校生
• スマートフォンやパソコンなどから情報にいつでもアクセスできる
• 求人企業の特徴や職種、就業地域など自分が大切にしたい軸で、
全国の求人情報を調べることが可能

• 適職診断を使って自分に向いている職業を見つけることも可能

企業
• 従来の採用活動に加え、高校生に直接自社求人の魅力をアピー
ルすることが可能
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「ジョブドラフトTeacher」の提供を開始

2023年6月から、「ジョブドラフトNavi」と連携して利用可能なシステム
として、「ジョブドラフトTeacher」を学校向けに提供することを開始し
ている。「ジョブドラフトTeacher」は高校に届く紙の求人票をデジタル
化するシステム。高校教員は、このシステムを活用することで、進路
指導の作業を減らすことができ、また生徒にいち早く会社の求人情
報を見せることが可能となる。
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高校生の職業体験イベント「おしごとフェア」や就職活動直結の合同
企業説明会「ジョブドラフトFes」、高校教員のための職業体験イベン
ト「先生Fes」を運営している。

職業体験・就職イベント運営「おしごとフェア/
ジョブドラフトFes/先生Fes」

企画制作サービス、代行支援サービスも提供

企業向けに、高校新卒採用における求人ナビ原稿作成、DTP制作
（採用パンフレット制作・イベントブース装飾制作）、Web制作（企業紹
介動画制作・採用ホームページ制作）を行っている。

代行支援サービスは、企業の高校新卒採用における活動の代行
を行う。具体的には次の事柄などを代行する。
①企業人事担当者に代わって、訪問高校リストの作成から実際の高
校訪問までを代行し、企業の魅力をアピール
②企業人事担当者に代わって、発送高校リストの作成から実際の高
校への求人票発送を代行
③採用活動の効率化・企業負担の軽減の側面から、応募受付窓口
代行サービス、採用活動としてのTikTok運用代行サービスを実施
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顧客開拓では金融機関と連携

金融機関との連携により事業基盤の拡大を進めている。2020年４
月以降、全国の都市銀行・地方銀行・信用金庫との連携に注力して
おり、2023年12月末現在63行と提携している。地方企業における人
材不足は深刻であり、特に企業の未来を担う若手人材が不足してい
る。そのような経営課題の解決ニーズは日に日に高まっており、全
国の都銀・地銀・信金は既存の取引先に対する融資だけでなく、中
小企業の経営課題でもある若手人材不足や社員の高齢化等に対し
て高校生の新卒採用の提案を行うことが可能となっている。現在で
は、月間平均230社ほどの案件を全国の都銀・地銀・信金より紹介し
てもらっている。
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中長期の業績見通し
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人手不足が深刻化している中で、企業の同社サービスへの期待
は大きい。金融機関からの顧客紹介などにより顧客開拓も進んでお
り、引き続き売上高は高いペースで成長が続こう。規模の拡大によ
り収益性の改善も進むと思われ、数年先には経常利益5億円が視野
に入ってこよう。
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業績推移 （百万円・％）
決算期 売上高 伸び率 経常損益 伸び率 純損益 伸び率
2020/3 462 － 177 － 162 －
2021/3 691 － ▲ 298 － ▲ 299 －
2022/3 972 40.7% ▲ 93 － ▲ 65 －
2023/3 1,517 56.0% 64 － 41 －

2024/3予 2,112 39.2% 263 305.5% 169 307.3%
2023/12 3Q 1,548 － 173 － 111 －

予想EPS／配当
単独：121.02円／-円
※予想EPSは上場時発行済株式数で試算

※2020/3期は2019/7/1～2020/3/31の9カ月間
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株式会社フィスコ(以下「フィスコ」という)は株価情報および指数情報の利用
について東京証券取引所・大阪取引所・日本経済新聞社の承諾のもと提
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為および行動を勧誘するものではありません。
本レポートはフィスコが信頼できると判断した情報をもとにフィスコが作成・
表示したものですが、フィスコは本レポートの内容および当該情報の正確
性、完全性、的確性、信頼性等について、いかなる保証をするものではあ
りません。
本レポートに掲載されている発行体の有価証券、通貨、商品、有価証券そ
の他の金融商品は、企業の活動内容、経済政策や世界情勢などの影響に
より、その価値を増大または減少することもあり、価値を失う場合がありま
す。本レポートは将来のいかなる結果をお約束するものでもありません。お
客様が本レポートおよび本レポートに記載の情報をいかなる目的で使用す
る場合においても、お客様の判断と責任において使用するものであり、使
用の結果として、お客様になんらかの損害が発生した場合でも、フィスコは、
理由のいかんを問わず、いかなる責任も負いません。
本レポートに記載された内容は、本レポート作成時点におけるものであり、
予告なく変更される場合があります。フィスコは本レポートを更新する義務
を負いません。
本文およびデータ等の著作権を含む知的所有権はフィスコに帰属し、フィ
スコに無断で本レポートおよびその複製物を修正･加工、複製、送信、配布
等することは堅く禁じられています。
フィスコおよび関連会社ならびにそれらの取締役、役員、従業員は、本レ
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■お問い合わせ■
〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13 番3 号
株式会社フィスコ
電話：03-5774-2443（情報配信部） メールアドレス：support@fisco.co.jp
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